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総
合
防
除
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お

け
る
人
材
育
成
の
位
置
づ
け

農
林
水
産
省
が
令
和
７
年
９
月
に
策
定

し
た
「
総
合
防
除
実
践
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
以
下
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
で
は
、
総
合

防
除
の
推
進
に
向
け
た
具
体
的
方
向
性
が

提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
第
一
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
防
除
指
導
者
及

び
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
・
伴
走
支
援
体

制
の
整
備
」
で
あ
る
。
今
回
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
は
「
実
践
」
と
い
う
文
言
が
入
っ

て
お
り
、
農
業
者
に
総
合
防
除
を
実
践
し

て
も
ら
う
た
め
、
①
総
合
防
除
の
メ
リ
ッ

ト
の
理
解
、
②
予
防
と
予
察
へ
の
意
識
向

上
、
③
総
合
防
除
実
践
指
標
を
も
と
に
し

た
技
術
導
入
、
の
必
要
性
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。

こ
れ
を
生
産
現
場
お
よ
び
農
業
者
に
広

く
浸
透
し
て
い
く
た
め
に
、
防
除
指
導
者

の
計
画
的
育
成
や
、
総
合
防
除
に
関
す
る

知
見
と
技
術
を
有
す
る
人
材
の
活
用
が
欠

か
せ
な
い
と
し
て
い
る
。
人
材
育
成
に
あ

た
っ
て
は
、
総
合
防
除
（
以
下
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
）

に
関
連
す
る
資
格
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て

お
り
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
で
も
、（
一
社
）

全
国
農
業
改
良
普
及
支
援
協
会
（
以
下
、

普
及
支
援
協
会
）
で
実
施
す
る
「
Ｉ
Ｐ
Ｍ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
一
例
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

Ｉ
Ｐ
Ｍ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習

に
つ
い
て

Ｉ
Ｐ
Ｍ
を
指
導
す
る
技
術
者
に
求
め
ら

れ
る
も
の
は
、
現
行
の
防
除
体
系
の
問
題

点
を
把
握
し
、
各
種
防
除
技
術
の
中
か
ら
、

防
除
面
で
適
切
で
あ
り
コ
ス
ト
面
で
普
及

性
の
あ
る
資
機
材
に
よ
る
防
除
体
系
を
提

案
で
き
る
能
力
で
あ
る
。
普
及
支
援
協
会

で
は
、
こ
の
能
力
を
有
す
る
者
を
「
Ｉ
Ｐ

Ｍ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
資
格
認
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
指
導
者
の
養
成

お
よ
び
拡
充
を
図
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
令
和
２
年

度
よ
り「
Ｉ
Ｐ
Ｍ
指
導
者
認
証
制
度
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。

２
日
間
の
講
習
を
経
て
、
資
格
試
験
に

合
格
し
た
者
が
Ｉ
Ｐ
Ｍ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
認
定
さ
れ
る
。
病
害
虫
の
専
門
家
を

招
い
た
座
学
に
加
え
、
演
習
や
観
察
な
ど

も
取
り
入
れ
、
ま
さ
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

目
指
す
「
実
践
」
に
重
き
を
置
い
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
（
表
１
）。

全
国
の
登
録
状
況

一
般
社
団
法
人
全
国
農
業
改
良
普
及
支
援
協
会　

調
査
研
究
部

一
般
社
団
法
人
全
国
農
業
改
良
普
及
支
援
協
会　

調
査
研
究
部

部
長　
部
長　

草
間
　
直
人

草
間
　
直
人

Ｉ
Ｐ
Ｍ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習
会
に
よ
る

Ｉ
Ｐ
Ｍ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習
会
に
よ
る

総
合
防
除
指
導
者
の
育
成

総
合
防
除
指
導
者
の
育
成ワークショップでの天敵観察の様子

IPM概論 IPMの基本的な考え方や歴史を紹介し、普及指導に
おける心構えなどを学習する。

IPM技術概要
既存技術（慣行防除）との違い、各種防除法、各種
防除資材などについて概要を紹介する。化学的防除
では、IRAC、FRACについて、作用機作の異なる
薬剤のローテーションの必要性について学習する。

IPM技術①
（病害防除）

IPMにおける病害防除技術について、土壌伝染性病
害対策等を例に学習する。

IPM技術②
（害虫の生物的防除）

生物的防除技術について、各種天敵や微生物の特徴
および利活用法について詳細（市販資材の特徴と使
い方）を学習する。

IPM技術③
（各種防除手段の位置
付けと生物的防除）

IPMの中での各種防除手段の位置付けと問題点およ
び、地域に生息する土着天敵の保護強化による生物
的防除の位置付けと展開方法（生態系サービスの
IPM体系への取り込み）とその意義について学習す
る。

IPM技術④
（防除体系）

施設野菜を中心にIPM防除体系の構築方法と普及推
進方法について学習する。

ワークショップ①
農家指導の演習を行い、実践的な指導方法を学習す
る。
・�農家とアドバイザーとのロールプレイング形式の

IPM指導演習

ワークショップ② 天敵の観察を行い、実践的な指導方法を学習する。
・実体顕微鏡およびルーペによる天敵製剤の観察

表１　IPMアドバイザー講習会のカリキュラム
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令
和
７
年
１１
月
現
在
、
全
国
で
４
０
１

名
が
Ｉ
Ｐ
Ｍ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
認
定

登
録
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｍ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
名
簿
は
普
及
支
援
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://w

w
w

.jadea.org/

）
に
公

開
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
半
数
程
度
が
メ
ー

ル
や
電
話
番
号
な
ど
の
連
絡
先
も
公
表
し
、

誰
で
も
連
絡
・
相
談
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
整
え
て
い
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｍ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
職
種
内
訳
は
、

図
１
の
通
り
で
、
都
道
府
県
職
員
が
最
も

多
い
。
地
域
や
都
道
府
県
に
よ
り
人
数
の

偏
り
が
あ
り
（
表
２
）、
群
馬
県
、
長
野
県
、

三
重
県
、
京
都
府
、
熊
本
県
な
ど
で
普
及

指
導
員
等
の
登
録
が
多
い
。
登
録
者
数
の

多
い
県
の
中
に
は
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
に
係
る
み
ど
り
認
定
を
受
け
た

農
業
者
を
増
や
し
た
い
意
向
が
あ
り
、
そ

の
た
め
に
現
地
指
導
が
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
推
進
交
付
金
」や「
消

費
・
安
全
対
策
交
付
金
」
な
ど
の
交
付
金

も
活
用
し
な
が
ら
計
画
的
に
受
講
者
を
確

保
し
て
い
る
県
も
あ
る
。

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

（
令
和
５
～
７
年
度
）

Ｉ
Ｐ
Ｍ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習
会
の
受
講

者
全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い

る
が
、
毎
年
、
高
い
満
足
度
が
得
ら
れ
て

い
る
。
具
体
的
な
意
見
を
要
約
し
た
。

⑴
高
評
価
の
概
要

①
内
容
の
充
実
度

基
礎
か
ら
実
践
事
例
、
最
新
の
取
り
組

み
ま
で
幅
広
く
カ
バ
ー
し
て
お
り
、「
自

ら
の
地
域
や
現
場
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
」「
学
ん
だ
こ
と
を

す
ぐ
に
生
か
せ
る
」
と
の
声
が
多
く
見
ら

れ
た
。

②
講
師
の
分
か
り
や
す
い
説
明

充
実
し
た
講
師
陣
が
評
価
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
写
真
や
デ
ー
タ
を
用
い
た

解
説
が
理
解
し
や
す
く
、「
難
し
い
内
容

で
も
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」
と
の

意
見
が
多
数
あ
っ
た
。

③
現
場
に
即
し
た
テ
ー
マ
設
定

農
薬
使
用
の
削
減
、
天
敵
利
用
な
ど
、

実
際
の
栽
培
管
理
に
関
す
る
話
題
が
多
く
、

「
現
場
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
」
と
の

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

④
意
識
向
上
効
果

Ｉ
Ｐ
Ｍ
の
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
で
、
持

続
可
能
な
農
業
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
と

い
う
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
が
多
か
っ
た
。

⑵
改
善
要
望
の
概
要

①
時
間
配
分
・
構
成
の
見
直
し

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容
が
充
実
し

て
い
る
一
方
で
、「
発
表
時
間
が
短

く
、
質
疑
の
時
間
が
足
り
な
い
」
な

ど
時
間
設
定
へ
の
改
善
を
求
め
る
声

が
あ
り
、
毎
年
、
講
義
内
容
と
時
間

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

②
レ
デ
ィ
ネ
ス
の
差

初
心
者
に
は
や
や
専
門
的
す
ぎ
る
と
い

っ
た
意
見
や
、
逆
に
経
験
者
に
は
基
礎
的

す
ぎ
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
た
と
の
指
摘

が
あ
り
、
受
講
者
に
知
識
や
経
験
の
差
が

生
じ
て
い
る
。
受
講
資
格
の
見
直
し
や
、

予
習
と
し
て
入
門
編
の
動
画
視
聴
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
声
に
耳
を
傾
け
改
善
を
重

ね
る
こ
と
で
、
満
足
度
や
理
解
度
の
向
上

に
貢
献
で
き
た
と
考
え
て
い
る
（
図
２
、

図
３
）。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
指

導
上
の
課
題
も
調
査
し
て
お
り
、
表
３
に

整
理
し
た
。
回
答
の
多
く
は
「
技
術
・
知

識
の
体
系
的
支
援
が
不
足
し
て
い
る
」
と

い
う
指
摘
で
あ
り
、
指
導
体
制
や
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
な
ど
も
課
題
と
し
て
挙

が
っ
て
い
る
。

今
後
の
展
開

前
述
の
通
り
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
推
進
上
の
課
題

は
多
い
。
少
し
で
も
課
題
解
決
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う
、
情
報
発
信
や
情
報
共
有
の

場
づ
く
り
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習
会

は
初
級
編
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
今
後
、

Ｉ
Ｐ
Ｍ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
さ
ら
な
る
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
応
用
編
と
な
る

地域 人数

北海道・東北   7

関東  24

甲信越  12

北陸   7

東海  33

近畿  17

中国   8

四国  12

九州・沖縄  40

計 160

表２　�IPMアドバイザーの地域別人数
（都道府県職員）

都道府県職員
（普及指導員等）

160人

農業資機材関係企業等
152人

農協関係
20人

その他
69人

図１　IPMアドバイザーの職種
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研
修
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
令
和
７
年
度
に

は
「
有
機
農
業
ほ
場
に
お
け
る
総
合
的
病

害
虫
雑
草
管
理
方
法
お
よ
び
土
着
天
敵
活

用
に
関
す
る
現
地
研
修
」
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
次
年
度
以
降
も
継
続
し
つ

つ
、
メ
ニ
ュ
ー
を
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

一
方
で
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習

会
の
受
講
に
当
た
っ
て
前
段
と
な
る
研
修

の
必
要
性
も
感
じ
て
い
る
。
若
手
普
及
指

導
員
な
ど
を
対
象
と
し
、
病
害
虫
防
除
関

連
の
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
付
け
る
研
修

等
を
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
活
用
も
視

野
に
い
れ
な
が
ら
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｉ
Ｐ
Ｍ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
地
域
や
農

業
者
の
伴
走
支
援
者
と
な
っ
て
活
躍
す
る

こ
と
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
伴
走
支
援
体

制
の
整
備
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

分類 主な課題・意見

① �IPM・有機農業
の技術的根拠と
事例不足

IPMや有機農業を推進するにあたり、「根拠を持った指導」「成
功事例の共有」が不足している。実践者・普及指導員ともに、
科学的・技術的な裏付けを持った指導体制の整備が必要。

② �害虫・天敵のモ
ニタリング指標
の欠如

害虫と天敵の発生状況を評価する「要防除水準」「被害リスク評
価」などの客観的指標が不足。現場での判断基準が曖昧。

③ �IPMの理解・実
践方法の周知不
足

「IPMが具体的に何を指すのか分かりづらい」「防虫ネットや天
敵利用など部分的な認識にとどまっている」といった声。IPM
体系としての啓発や事例共有が必要。

④ �農業者の意識と
普及活動の難し
さ

IPMや有機農業に関心の薄い農業者への働きかけが難しい。実
践的なメリット提示や成功事例の発信による意識醸成が必要。

⑤ �技術支援・指導
人材が不十分

IPMや有機農業の技術を学べる場が限られており、「どこで技術
を習得できるか分からない」「現場で指導できる人が少ない」と
いう声が多い。

⑥ �行政・普及機関
の理解不足と連
携の課題

IPMに関する行政担当者や普及指導員の理解が十分でなく、推
進施策との連携が弱い。政策レベルでの位置付けや支援体制の
強化が求められる。

⑦ �試験研究・技術
開発の連携不足

実証試験・比較データの不足、自社資材中心の研究姿勢などが
指摘されている。試験研究機関（部門）と生産現場の連携強化
が課題。

表３　IPM指導上の課題

４．全く理解
　できなかった
３．あまり理解
　できなかった
２．理解できた
１．よく理解
　できた

R５ R６ R７

（%）

０

20

40

60

80

100

55% 57% 65%

42% 42% 34%

３% １% １%

図３　IPMアドバイザー講習会受講者の理解度

大変不満
不満
普通
満足
大変満足

R５ R６ R７

（%）

０

20

40

60

80

100

56% 59% 66%

40% 35%
31%

３% ６% ３%
１%

図2　IPMアドバイザー講習会受講者の満足度

全
国
農
業
シ
ス
テ
ム
化
研
究
会
で
は
、

Ｉ
Ｐ
Ｍ
に
関
す
る
実
証
調
査
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
度
、
Ｉ
Ｐ
Ｍ

技
術
の
理
解
・
検
討
を
深
め
、
そ
の
普

及
・
定
着
を
図
る
た
め
、
実
証
調
査
結

果
（
キ
ュ
ウ
リ
、
メ
ロ
ン
、
夏
秋
ピ
ー

マ
ン
、
イ
チ
ゴ
、
露
地
ナ
シ
）
を
持
ち

寄
り
、
成
績
検
討
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
会
場
参
加
ま
た
は
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
Ｅ
Ｋ

－

Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
の

「
お
知
ら
せ
」
に
掲
載
予
定
の
開
催
要

領
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

令
和
８
年
３
月
１2
日
（
木
）

　
　
　
　
　
～
１3
日
（
金
）

■
会
場

　�

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
千
代
田
区

九
段
北
４

－

２

－

2５
）
お
よ
び
オ
ン

ラ
イ
ン
（Zoom

、Y
ouT
ubeLive

）

■
問
い
合
わ
せ

（
一
社
）全
国
農
業
改
良
普
及
支
援
協
会

調
査
研
究
部

2
０
３

－

５
８
１
７

－

４
９
９
２

E-m
ail

：sys.ken@
jadea.jp

３
月
に
Ｉ
Ｐ
Ｍ
実
証
調
査

最
終
成
績
検
討
会
を
開
催

（‌‌

令
和
７
年
度
全
国
農
業
シ
ス

テ
ム
化
研
究
会
）

31 技術と普及 131 技術と普及 1


